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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療針デバイスの針の遠位端を取り囲むための、後退位置から突出位置まで伸長可能で
あるシールドを有し、
　このシールドは、
　上記医療針デバイスの周囲に取り付けられるようになった取付用リングと、
　上記取付用リングが取り付けられるカラーと、
　上記後退位置において上記カラーから半径方向外方且つ近位方向に延び、その一端が上
記カラーに対して関節連結され、上記シールドを上記後退位置から上記突出位置まで押す
ための、ユーザによって係合可能な係合面を有する近位部分と、
　上記近位部分の他端に対して関節連結されてそこから遠位方向に延び、上記医療針デバ
イスの針の遠位端を取り囲む部分を有する遠位部分と、を含み、
　上記カラーは、上記取付用リングを受け入れるキャビティを有し、このキャビティの内
面には、少なくとも一つの第１インターロックが設けられており、この第１インターロッ
クは、カラーのキャビティの内面から半径方向内方に突出する、少なくとも１つのカラー
停止体を含み、
　さらに、上記取付用リングの外面には、上記カラーのカラー停止体と係合可能な第２イ
ンターロックが設けられており、この第２インターロックは、上記取付用リングの遠位端
においてこの取付用リングの外面から半径方向外方に突出している少なくとも１つの遠位
停止体と、この遠位停止体よりも近位側において、上記取付用リングの周方向において上
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記遠位停止体と重ならない位置で上記取付用リングの外面から半径方向外方に突出してい
る少なくとも１つの近位停止体とを有し、
　上記取付用リングを上記カラーの上記キャビティ内に配置して、上記第１インターロッ
クと第２インターロックが係合したときに、上記カラー停止体は、上記遠位停止体と上記
近位停止体の間に配置され、これにより、上記カラーは、上記取付用リングに対して回転
可能に取り付けられ、上記カラーに対する上記取付用リングの近位方向及び軸線方向での
動作が妨げられ、
　さらに、上記カラーは、カラーから半径方向外方に延びるガードを含み、ガードは、上
記後退位置において上記シールドの上記遠位端に近接して配置され、上記遠位部分への係
合を通じた上記シールドの伸長を防ぐために、上記後退位置で上記シールドの上記遠位部
分に隣接して上記ニードルを取り囲むための上記取り囲む部分の近位側に配置されている
こと、
　を特徴とする医療針シールド装置。
【請求項２】
　上記取付用リングが上記カラーの上記キャビティ内に位置決めされ、上記第１インター
ロックと上記第２インターロックが係合したときに、上記カラー停止体は、上記遠位停止
体と上記近位停止体の間に位置決めされ、これにより、少なくとも１つの近位停止体は、
医療針デバイスの長手方向軸線に対するカラーの遠位軸線方向の移動を阻止し、少なくと
も１つの遠位停止体は、カラーの近位軸線方向の移動を阻止する請求項１記載の医療針シ
ールド装置。
【請求項３】
　上記カラーは、複数の上記カラー停止体を含み、
　上記取付用リングは、複数の上記近位停止体と、複数の上記遠位停止体と、を含む請求
項２記載の医療針シールド装置。
【請求項４】
　上記複数のカラー停止体は、カラーの内面のまわりに等間隔に配置され、複数の近位停
止体は、取付用リングの外面のまわりに等間隔に配置され、複数の遠位停止体は、取付用
リングの外面のまわりに等間隔に配置されている請求項３記載の医療針シールド装置。
【請求項５】
　更に、医療針デバイスに取付用リングを固定的に取り付けるためにプレス嵌め係合で上
記取付用リングのまわりに取り付けられるクランプリングを含む、請求項１記載の医療針
シールド装置。
【請求項６】
　上記取付用リングは、接着剤によって医療針デバイスに取り付けられる請求項１記載の
医療針シールド装置。
【請求項７】
　上記取付用リングは、プレス嵌めによって医療針デバイスに取り付けられる請求項１記
載の医療針シールド装置。
【請求項８】
　上記取付用リングは、医療針デバイスを支持するように協働する第１カバー部分及びこ
れに取り付けられた第２カバー部分を有するカバーを含み、上記取付用リングは、更に、
プランジャーの近位端側のフランジ部分に係合して、プランジャーの医療針デバイスにお
ける長手方向軸線に沿った移動を妨げるグリップ溝を有するカバーベースを含む請求項１
記載の医療針シールド装置。
【請求項９】
　上記第１カバー部分は、接着剤によって第２カバー部分に係合する請求項８記載の医療
針シールド装置。
【請求項１０】
　上記グリップ溝は、医療針デバイスの近位端に隣接して配置されている請求項８記載の
医療針シールド装置。
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【請求項１１】
　上記第１カバー部分と上記第２カバー部分は、上記医療針デバイスの長手方向に沿って
互いに枢着されている請求項８記載の医療針シールド装置。
【請求項１２】
　上記第１カバー部分と上記第２カバー部分は、一体的に形成されている請求項８記載の
医療針シールド装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療針用安全シールドに係り、特に、後退位置から突出位置に安全シールド
を形成する手動アクチュエータを採用する伸長可能な安全シールドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　不注意な針棒に関連した問題は、血液サンプリング、経皮投薬注射、医療針の使用を含
む他の医療処置の技術において周知である。エイズ、肝炎、他の深刻な血液に生ずる病原
体に対する曝露に最近過敏となっているため、針棒の問題に重大な関心が集められている
。
【０００３】
　患者から針を取り除くための処置は、一般には、針が引き抜かれている負傷部位に一方
の手を使って圧力をかけて、その間に他方の手で針デバイスを除去することを臨床家に要
求する。臨床家が、針の処理に向けられる注意よりも負傷に関する注意をより優先するの
は普通の行為である。安全シールドがない典型的な針デバイスの場合、このような優先は
、患者の側に置き去りにすることなく、一工程内で利用可能な針容器の利便性や安全処置
のための他の手段を要求する。したがって、安全操作を行いながら十分な注意をはらう困
難性は、やけど箇所と精神医学用語のような、しばしば患者の体調と精神状態によって倍
加される。このような状況下では、患者を看護している間、使用される針の正しい処置は
、従来技術の状態に対する技術的な挑戦である。
【０００４】
　針の配慮と処置問題に関連する広範な知識と歴史は、不測の針棒を阻止するための多数
のデバイスに帰する。あるデバイスは、使用後、針に取り付けられる別個のシース又はキ
ャップを利用する。しかしながら、これらのデバイスは、実施者による２つの手の操作を
要する。
【０００５】
　他の周知のデバイスは、ばね作動したり、入れ子式にはまり込んだり、回動したり等す
るシースを採用している。しかしながら、これらのデバイスは、不都合にも期待はずれの
ものであったり、不注意に作動したり、作動させるのに扱いにくかったりする。さらに、
最新のデバイスの欠点は、複雑性と多部品による高い製造コストを含む。したがって、こ
れらのタイプの従来のデバイスは、危険な曝露を阻止するのに十分にかつ確実なシールド
針注入及び／又は流体収集装置ではない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、従来技術の不利な点と欠点を克服することによって安全針デバイスについ
て満足な解決手段を提供する必要がある。したがって、針に対して危険な曝露を阻止する
伸長可能な安全シールドを採用する信頼性のある医療針シールド装置を提供することが望
まれる。このような針シールド装置は、針カニューレの針先を保護するのに簡単かつ確実
に伸長可能であるべきである。針シールド装置が１つの手の操作で作動される場合が望ま
しい。医療針シールド装置が効率のよい組み立てとそれらの製造を容易にする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　したがって、本発明は、使用後の医療針の先端を効果的に且つ安価に保護する医療針シ
ールド装置に関するの要求を扱う。本発明は、従来技術で経験した不利な点と欠点を解決
する。特に、本発明の装置及び方法は、安全針デバイスの従来技術において重大な進歩を
構成する。
【０００８】
　１つの特定の実施形態では、医療針シールド装置が本発明の原理によって提供される。
医療針シールド装置は、例えば、医療針デバイスの針の遠位端を取り囲むための、後退位
置から突出位置まで伸長可能であるシールドのような第１シリンダーを含む。シールドは
、医療針デバイスに取り付けられているカラーを含む。シールドは、さらに、カラーから
延びる近位部分と、この近位部分から延びる遠位部分とを含む。遠位部分は、突出位置の
針の遠位端を取り囲むように形成されている。近位部分は、シールドを後退位置から突出
位置まで押すのに係合可能である係合面を含む。カラーは、そこから延びるガードを含み
、後退位置でシールドの遠位部分に隣接して配置され、遠位部分の係合により、シールド
の不注意な伸長が阻止される。
【０００９】
　カラーは、そこから延び、かつガードに支持的に関連するガード支持体を含むのがよい
。遠位部分は、遠位部分の近位側に配置され、かつガードに保護的に隣接した平らな部分
を含むのがよい。ガードは、平らな部分がシールドを突出位置に延ばすように使用される
のを阻止する。ガードは、遠位部分によるシールドの軸線方向と垂直方向の移動を阻止す
るように遠位部分に隣接して保護的に配置されている。ガードは遠位部分との係合を阻止
するように遠位部分に対して寸法決めされ、形成されている。
【００１０】
　変形例として、係合面は、シールドを突出位置まで操作するための手動アクチュエータ
を含む。カラーは、シールドを後退位置に解除可能に係止するために遠位部分の止めに係
合するラッチを含むのがよい。遠位部分は、後退位置から突出位置までのシールドの伸長
を容易にするために針に係合するように形成された支点を含むのがよい。遠位部分は、平
面と、ノーズ部分と、を有するのがよい。ノーズ部分は、平面の少なくとも一部分を含む
。ノーズ部分は、針の配置のためのキャビティを構成する。キャビティは、側壁と平面に
よって構成されている。遠位部分は、シールドを突出位置に固定するために針に係合する
ロックを含む。近位部分はロックを含むのがよく、遠位部分は、シールドを突出位置に固
定するのに協働するロックを含むのがよい。
【００１１】
　他の実施形態では、医療針シールド装置は、カラーを含む第１シリンダーを含む。カラ
ーは、キャビティを構成する内面を有する。内面は、少なくとも１つの半径方向内方に突
出するカラー停止体を含む。第２シリンダーは、医療針デバイスに取り付け可能に形成さ
れる。第２シリンダーは、少なくとも１つの半径方向外方に突出する近位停止体と、少な
くとも１つの半径方向に突出する遠位停止体と、を含む外面を有する。カラーは、第２シ
リンダーの外面がカラーのキャビティ内に配置されるように第２シリンダーに対して相対
回転運動可能に取り付けられる。少なくとも１つのカラー停止体は、第２シリンダーの外
面に隣接して配置され、少なくとも１つの近位停止体は、医療針デバイスの長手方向軸線
に対して、カラーの遠位軸線方向の移動を阻止し、少なくとも１つの遠位停止体は、カラ
ーの近位軸線方向の移動を阻止する。
【００１２】
　第１シリンダーは、医療針デバイスの針の遠位端を取り囲むための、後退位置から突出
位置まで伸長可能なシールドを含むのがよい。シールドは、更に、カラーから延びる近位
部分と、近位部分から延びる遠位部分と、を含むのがよい。遠位部分は、針の遠位端を取
り囲むように形成される。
【００１３】
　カラーは、複数のカラー停止体を含むのがよく、第２シリンダーは、複数の近位停止体
と、複数の遠位停止体と、を含むのがよい。複数のカラー停止体は、カラーの内面のまわ
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りに等間隔に配置されるのがよく、複数の遠位停止体は、第２シリンダーの外面のまわり
に等間隔に配置されるのがよい。
【００１４】
　変形例として、第２シリンダーは、医療針デバイスに第２シリンダーを固定的に取り付
けるためにプレス嵌め係合で第２シリンダーのまわりに取り付けられるプレスリングを含
むのがよい。第２シリンダーは、接着剤によって医療針デバイスに取り付けられる。変形
例として、第２シリンダーは、医療針デバイスを支持するように協働する第２カバー部分
に取り付けられる第１カバー部分を有するカバーを含む。第２シリンダーは、さらに、プ
ランジャーに係合するグリップ溝を有するカバーベースを含む。第１カバー部分は、第２
カバー部分に係止的に係合する。グリップ溝は、医療針デバイスの近位端に隣接して配置
されているのがよい。第１カバー部分は、第２カバー部分に枢着されているのがよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　ここに開示された医療針シールド装置の代表的な実施形態と操作方法が、静脈内の液体
の注入、薬剤注入、液体収集に関する医療針について説明され、特に、例えば、不注意な
針棒による針に対する損傷と針カニューレへの起こりうる危険な曝露を防ぐために、針カ
ニューレと関連する針シールド装置が採用された医療針シールドデバイスについて説明さ
れている。針カニューレは、貯蔵、搬送、液体注入、及び／又は収集、それらの後の行為
等に使用中、シールドされているのがよいと考えられる。しかしながら、本発明は、被験
者への予防的な医薬と薬剤の注入、治療等に関する広範囲な多様性のあるカニューレ針と
デバイスの用途を見出すことが予想される。また、本発明は、静脈切開、消化器、腸、尿
、獣医等に関する処置中に採用されることを含む体液の収集に採用されるのがよいことが
予想される。医療針シールドデバイスは、供給用デバイス、静脈切開用デバイス、カテー
テル、カテーテル導入器、ガイドワイヤ導入器、脊髄、硬膜、生検、アフェリシス（apha
eresis）、透析、血液ドナー、べレス針、フーバー（Huber）針等を含む他の医療針の用
途に利用されてもよいことが考えられる。
【００１６】
　以下の説明では、用語「近位」は、臨床家の近くにある構造物の一部分に言及し、用語
「遠位」は、臨床家からさらに遠くにある一部分に言及している。ここに用いられている
ように、用語「本人」は、点滴を受ける患者か、医療針シールド装置を用いて収集される
血液及び／又は体液を有する患者に言及している。本発明によれば、用語「臨床家」は、
注入を行う人、液体収集を行う人、医療針シールド装置から針カニューレを取り外しする
人に言及し、援助要員を含む。
【００１７】
　以下の説明は、本発明による医療針シールド装置の説明を含む。添付図面に示された本
発明の例示的な実施形態についての詳細を参照する。
【００１８】
　いくつかの図面にわたって同一の構成部分が同一の参照番号で指示されている図につい
て着目する。まず、図１～図４を参照すると、医療針シールド装置１００が図示されてお
り、この医療針シールド装置１００は、例えば、後退位置から突出位置まで伸長可能であ
り、医療針デバイス１０６の針１０４の遠位端を取り囲むためのシールド１０２のような
第１シリンダーを含む。シールド１０２は、医療針デバイス１０６に取り付けられたカラ
ー１０８を含む。近位セグメント１１０のような近位部分は、例えば、カラー１０８から
延びる。遠位セグメント１１２のような遠位部分は、例えば、近位セグメント１１０から
延びる。遠位セグメント１１２は、針１０４の遠位端を取り囲むように形成されている。
【００１９】
　シールド１０２は１つ又は複数のセグメントを含んでもよいことが考えられる。近位部
分１１０は、シールド１０２を後退位置から突出位置まで押し付けるのに係合可能である
係合面１１４を含む。カラー１０８は、そこから延びるガード１１６を含み、シールド１
０２が後退位置にあるとき、遠位セグメント１１２に隣接して配置されている。この形態
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は、有利にも、遠位部分１１２の係合によって、シールド１０２の不注意な伸長を阻止す
る。
【００２０】
　医療針シールド装置の構成部品は、特殊な医療用途及び／又は臨床家の好みに応じて、
例えば、高分子材料、又はステンレス鋼のような金属等の医療用途に適した材料から作ら
れる。半硬質及び硬質高分子は、医療グレードの成形ポリプロピレンのような弾性材料と
同様に、組み立てを考慮している。しかしながら、当業者は、本発明による、組み立てと
製造に適した他の材料と組立方法がふさわしいことを十分に理解する。
【００２１】
　カラー１０８は、医療針デバイス１０６を中心に円周方向に配置されている。カラー１
０８が、医療針デバイス１０６の形状と一致する種々の断面形状を有するのがよいことが
予想される。ガード１１６は、カラー１０８から半径方向外方に延び、ノーズ部分１３０
と一致する形状を有する。この隣接した形状は、遠位セグメント１１２との軸方向の係合
を阻止し、シールド１０２の不注意な作動を防ぐ。ガード１１６は、シールド１０２の不
注意な作動を防ぐように多様に形成され、寸法決めされていることが予想される。
【００２２】
　ガード１１６は、不注意な係合に抵抗するためのガード１１６に強度を増大させるガー
ド支持体１３６を含むのがよい。ガード支持体１３６は、傾斜した支持体形状を有し、特
殊な針の用途の要求に応じて種々に寸法決めされ、幾何学的に形成されている。ガード１
１６は、カラー１０８と共に一体的に形成されてもよいし、スナップ嵌め、接着剤等によ
って一体的に組み付けられてもよい。
【００２３】
　医療針デバイス１０６は、例えば、注射器１１８を含む。注射器１１８は、針取付け台
１２０から延びる針カニューレ１０４を有する。
【００２４】
　遠位セグメント１１２は、シールド１０２を伸長位置まで伸長するために、近位セグメ
ント１１０から関節連結されている。近位セグメント１１０の係合面１１４は、手動アク
チュエータ１２８を含むのがよい。シールド１０２を後退位置から突出位置まで押し付け
るための手動アクチュエータ１２８は、臨床家によって係合可能である。手動アクチュエ
ータ１２８は、カラー１０８から関節連結されている。手動アクチュエータ１２８が係合
されるとき、近位セグメント１１０は遠位セグメント１１２をほぼ軸線方向に遠位方向に
移動させ、遠位セグメント１１２は、針カニューレ１０４に係合し、シールド１０２の伸
長を容易にする。遠位セグメント１１２は、平面１３２を有するノーズ部分１３０を含む
。シールド１０２の突出位置では、ノーズ部分１３０は、平面１３２と協力して、針１０
４の遠位端をほぼ取り囲む。
【００２５】
　カラー１０８は、カラーキャビティ１２６を構成する内面１４２を有する。内面１４２
は、半径方向内方に突出したカラー停止体１４６のような、少なくとも１つの第１インタ
ーロックを含む。カラー停止体１４６は、例えば、取付用リング１４８のような第２の円
筒体と係合可能にカラーキャビティ１２６内に一様に隆起している。この形状は、シール
ド１０２を注射器１１８に取り付けるのを容易にする。１つ又は複数のカラー停止体１４
６を用いてもよいことがわかる。さらに、カラー停止体１４６は、環状リングを含むよう
に、例えば、時差、オフセット、波形等、非一様な方法で隆起していてもよいし、突き出
してもよいことが明らかである。
【００２６】
　取付用リング１４８は、注射器１１８に取付け可能に形成されている。この形状は、有
利にも、シールド１０２を注射器１１８に取り付けるのを容易にする。取付用リング１４
８は、複数の半径方向外方に突出している近位停止体１６２と複数の半径方向外方に突出
している遠位停止体１６０のような、少なくとも１つの第２インターロックを含む外面１
５０を有する。近位停止体１６２と遠位停止体１６０は、外面１５０のまわりに円周方向
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に等間隔に配置されている。近位停止体１６２と遠位停止体１６０は、カラーキャビティ
１２６内に配置可能に外面１５０から一様に隆起している。１つ又は複数の停止体１６０
，１６２が採用されてもよいことが考えられる。停止体１６２，１６０は、環状リングを
含むように、例えば、食い違い状のオフセット、波形等の非一様な方法で隆起してもよい
し、突き出してもよい。第１及び第２のインターロックは、近位方向と軸線方向双方への
移動を阻止する。回転運動を阻止するように第３のインターロックを加えてもよい。
【００２７】
　取付用リング１４８は、例えば、感圧性接着剤、紫外光活性接着剤、熱接着剤、１部及
び／又は２部接着剤、ゴムセメント、「スーパーグルー」タイプ接着剤、グルースティッ
クタイプ接着剤、自然乾燥接着剤、プレス嵌め等の接着剤によって注射器１１８に取り付
けられるのがよい。取付用リングを用いなくてもよいことが予想される。カラー１０８は
、注射器１１８に同様に取り付けられてもよい。
【００２８】
　カラー１０８は、外面１５０がカラーキャビティ１２６に配置されるように、取付用リ
ング１４８に対して相対回転運動可能に取り付けられている。カラー停止体１４６は、外
面１５０に隣接して配置されている。カラー１０８は、カラー停止体１４６が近位停止体
１６２及び遠位停止体１６０と互いにかみ合い配置に向けられるように、取付用リング１
４８に対して回転される。したがって、近位停止体１６２はカラー停止体１４６と整列し
、注射器１１８の長手方向軸線に対するカラー１０８の遠位軸線方向の移動を阻止する。
遠位停止体１６０は、カラー停止体１４６と整列し、カラー１０８の近位軸線方向の移動
を阻止する。
【００２９】
　本実施形態は、有利にも注射器１１８からのシールド１０２の移動を阻止する。さらに
、本実施形態は、例えば、低角度の皮下注射等の間、医療針デバイス１０６による液体の
投与の障害を回避する。したがって、カラー１０８は、注射器１１８に取り付けられた取
付用リング１４８に対して回転可能であり、針カニューレ１０４の針先斜面の方向付けを
容易にする。このことにより、シールド１０２に対する針先斜面の選択的な方向付けが可
能となり、注射器１１８を採用する投与操作中、シールド１０２が位置決めの障害となら
ない。第１シリンダーは針１０２や取付用リング１４８を含んでもよく、第２シリンダー
は針１０２や取付用リング１４８を含んでもよいことが考えられる。
【００３０】
　図４及び図５を参照し、取付用リング１４８の変形実施形態を上述と同様に示す。取付
用リング１４８の外面１５０は、カラー部分１７０と、そこから延びる締め付け可能な部
分１７２を有する。近位停止体１６２と遠位停止体１６０は、外面１５０に形成されてい
る。締め付け可能な部分１７２は、クランプリング１６６との係合を受け入れ可能に形成
されている。したがって、クランプリング１６６は、締め付け可能な部分１７２を配置可
能なクランプキャビティ１６８を構成する。取付用リング１４８は、上述と同様に、カラ
ーキャビティ１２６内に配置されている。クランプリング１６６は、２つのイヤクリンプ
キャップとして形成されている。クランプリング１６６は、変形例として、１つのイヤク
リンプクランプ、無段イヤクランプ、スプリングクランプ、プッシュ保持子、プッシュキ
ャップ等として構成されてもよい。
【００３１】
　クランプリング１６６は、注射器１１８に対して方向付け可能に操作される。取付用リ
ング１４８は、上述と同様に、注射器１１８に取り付けられる。クランプリング１６６は
、取付用リング１４８の締め付け可能な部分１７２に嵌められ、取付用リング１４８は、
注射器１１８にしっかりと固定される。クランプリング１６６が取付用リング１４８の内
面又は外面１５０に取り付けられるのがよいことがわかる。さらに、クランプリング１６
６は針１０２のカラー１０８と共に直接的に採用されてもよいし、カラー１０８の内面又
は外面に同様に取り付けられてもよい。クランプリング１６６とカラー１０８は、クラン
プリング１６６とカラー１０８が１つのユニットとして注射器１１８に締め付けられるプ



(8) JP 4722488 B2 2011.7.13

10

20

30

40

50

レス嵌めを形成するように構成されてもよい。
【００３２】
　図６～図８を参照し、取付用リング１４８の他の変形実施形態を上述と同様に示す。取
付用リング１４８は、第２カバー部分１７８に取付け可能な第１カバー部分１７６を有す
るカバー１７４を含む。カバー１７４は、カバーキャビティ１８２を構成し、その近位端
にカバーベース１８０を含む。カバー１７４、及び同じカバーキャビティ１８２は、注射
器１１８に取り付け可能に構成されている。取付用リング１４８は、上述と同様に、近位
停止体１６２と遠位停止体１６０を含み、これらは、上述したように、シールド１０２を
注射器１１８に取り付けるのを容易にするカラー１０８と協働する。
【００３３】
　カバーベース１８０は、ベース開口部１８４とグリップ溝１８６を含む。グリップ溝１
８６は、注射器１１８のフィンガーグリップを受け入れ可能に形成されたグリップ溝開口
部１９０を構成するグリップ溝リップ１８８を含む。グリップ溝リップ１８８は、フィン
ガーグリップを支持し、取付用リング１４８への注射器１１８の取付けを容易にし、カバ
ー１７４に対する注射器１１８の回転を阻止する。グリップ溝リップ１８８は、例えば、
図１４に示すように、種々のフィンガグリップ形態を支持するように形成され、寸法決め
されるのがよいことが予想される。また、フィンガーグリップ形態は、図１４に示すよう
に注射器バレル内でプランジャーを保持するように形成されるのがよいことが考えられる
。さらに、グリップ溝１８６は、注射器１１８への取り付けを容易にするクリップ、クラ
ンプ等を含んでもよいことが予想される。
【００３４】
　第１カバー部分１７６と第２カバー部分１７８は、同様に注射器１１８に取り付け可能
に形成され、寸法決めされる。部分１７６，１７８は、遠位端から近位端まで延びる細長
い半円筒である。カバー１７４は、例えば、多角形、楕円等の種々の横断面形状を有する
のがよいことが考えられる。さらに、第１カバー部分１７６は、第２カバー部分１７８よ
りも異なる形状と寸法であるのがよいことがと考えられる。複数のカバー部分が使用され
てもよいし、変形例として、各カバー部分が複数の部分から組み立てられてもよい。変形
実施形態では、図９に示すように、取付用リング１４８は、注射器１１８に滑動するモノ
リシックチューブタイプの針形態を有するカバー１７４を含む。他の変形実施形態では、
図１０に示すように、取付用リング１４８は、長手方向に沿ってヒンジ結合した第１カバ
ー部分１７６と第２カバー部分１７８を有するカバー１７４を含む。このワンピースのク
ラムシェルタイプの形態は、雄タブ１９２と雌スロット１９４を採用する係止係合で注射
器１１８のまわりに支持可能に取り付けられている。
【００３５】
　第１カバー部分１７６は、例えば、雄タブ１９２のような第１部分結合具と、例えば、
雌スロット１９４のような第２部分結合具を含み、これらの結合具は、いずれかの側に交
互に、かつ近位端と遠位端に配置されている。第１カバー部分１７６に対して相互関係に
ある第２カバー部分１７８は、雄タブ１９２と雌スロット１９４を含む。第１カバー部分
１７６のタブ１９２とスロット１９４は、第１カバー部分１７６を第２カバー部分１７８
と共に組み立てて、係止することができるように、第２カバー部分１７８の対応するスロ
ット１９４とタブ１９２と共にそれぞれ配置されている。第１カバー部分１７６と第２カ
バー部分１７８を組み立てると、雄タブ１９２は雌スロット１９４とかみ合って係止する
。１つ又は複数の雄タブ１９２／雌スロット１９４の組み合わせを採用してもよいことが
予想される。さらに、雄タブ１９２／雌スロット１９４の組み合わせをカバー１７４のま
わりに様々に配置してもよいことが予想される。カバー部分は、例えば、音波、高周波、
熱等の接着剤、溶接によって接合することができると考えられる。
【００３６】
　注射器１１８は、針カニューレ１０４がカバー１７４の遠位端から突出し、注射器１１
８のフィンガーグリップが近位端カバー１７４から突出するように、カバーキャビティ１
８２内に配置されている。この形態により、有利にも、注射器１１８と注射器カバー１７
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、かつ針取付け台１２０に取り付けられ、針カニューレ１０４の遠位端に対する危険な曝
露を防ぐ。
【００３７】
　図１１～図１３に示すように、他の実施形態では、注射器１１８はプランジャー１９８
を含み、このプランジャー１９８は、プランジャーヘッド２００まで延びるプランジャー
ロッド１９６を有する。プランジャー１９８は、注射器１１８のバレルと組み立てられ、
プランジャー１９８を操作すると、液体が注射器１１８から放出される。
【００３８】
　グリップ溝リップ１８８は、注射器１１８の長手方向軸線に対して直交し、かつ半径方
向内方に延びる。グリップ溝リップ１８８は、プランジャーロッド１９６を滑動可能に受
け入れる開口部を構成するように互いに近づく。しかしながら、開口部はグリップ溝１８
６を超えたプランジャーヘッド２００の近位方向への移動を阻止するように十分に寸法決
めされている。この形態は、有利にも、プランジャーヘッド２００が注射器１１８のバレ
ルから引き抜かれるのを阻止し、注射器１１８からのプランジャー１９８の不注意な移動
を阻止する。
【００３９】
　本発明は、その精神又は本質的な特徴から逸脱することなく、他の特定の形態において
具体化される。したがって、本実施形態は、例示されたようなあらゆる面において考慮さ
れるべきであり、限定的なものであってはならず、本発明の範囲は、上述した説明によっ
てよりもむしろ添付の特許請求の範囲によって示され、したがって、特許請求範囲の同義
語の意味及び範囲で生ずるすべて変更は、そこに含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の医療針シールド装置の一部破断した斜視図である。
【図２】図１に示す医療針シールド装置の分解斜視図である。
【図３】図１に示す医療針シールド装置の部分分解斜視図である。
【図４】図１に示す医療針シールド装置の他の実施形態の一部破断した斜視図である。
【図５】図４に示す医療針シールド装置の分解斜視図である。
【図６】図１に示す医療針安全シールド装置の他の変形実施形態の斜視図である。
【図７】図６に示す医療針シールド装置の部分分解斜視図である。
【図８】図６に示す医療針シールド装置の分解斜視図である。
【図９】図６に示す医療針シールド装置の他の実施形態の分解斜視図である。
【図１０】図６に示す医療針シールド装置の他の変形実施形態の分解斜視図である。
【図１１】図６に示す医療針シールド装置の他の変形実施形態の斜視図である。
【図１２】図１１に示す医療針シールド装置の部分分解斜視図である。
【図１３】図１１に示す医療針シールド装置の分解斜視図である。
【図１４】図６に示す医療針シールド装置の他の変形実施形態の分解斜視図である。
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